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1. はじめに
　同朋学園での美術教育について名古屋造形芸術短期大学
時代より考えてきたことも今年度で14年目となる。その間、名古屋
造形芸術大学から名古屋造形大学への名称変更や改組、コー
ス新設などについて筆者の立場からの考えを研究紀要に記述し
てきた。（報告1 〜 4）その頃の同僚達は、ほとんどが入れ替わり、
現在は新しい同僚達と共に環境の変化に対応した名古屋造形
大学の今後を考えている。本学における広い意味での美術教育
は緩やかな変化の中にあり、方針や方法を見直している最中であ
る。私は2年前より学生支援部長として、学生の就職支援策を講
じ、健康管理のあり方を模索し、学生の多様性に対応した学生
相談を目指して取り組んできた。美術教育というからには、授業内
容に即した内容と捉える向きもあるだろう。しかし、現実的に美術
の様 な々考え方や取り組みの中において、将来をどう見据えて、
心身の健康を維持していくかということが、これまで以上に重要な
こととなってきている。殊に近年の学生には、それぞれ学業に専
念する前に様 な々課題が立ちはだかっているようにも推測される。
「報告5：名古屋造形大学の美術教育」では、昨今、他大学でも
取り組みが注目されている学生支援のあり方や今後の課題につ
いて記述していきたい。2年間の短い経験では限られた内容にな
るが、少なくとも体験し考えたことを共有したい。学内のみならず
他大学とも連携をとって対処することが肝要と考えている。
学生支援部
　名古屋造形大学の学生支援部は就職指導室、健康管理
室、学生相談室を統括している。これらは、他大学では学務課
や健康管理センター などで同様の職務を担うことが多いが、本
学の場合は、8年前に学生課（現在の学務課）から切り離して
「学生支援課」となった。教員が部長をつとめ、課長以下5名
が就職指導室、健康管理室、学生相談室の職務を担う。職性
上、各室とも専門職員が必要なことは言うまでもない。三室は学
生が行き来する学生食堂の前にあり、同じ管理棟でも他の事務
部（庶務課、学務課、入試広報課）とは離れた位置にスペースを
有する。学生支援部の取り組みと今後の課題について以下の
項目で記述していく。内容は、2012年4月から2014年3月まで
の学生支援部（就職指導室、健康管理室、学生相談室）が、ど
のような状態であったかである。そして、2014年4月より何を目指
していくかを概ね示せたらと考えている。
（1） 就職指導室について
a.  就職状況
b.  学生の就職活動内容
c.  大学の取り組み
　選択講義科目、就職対策講座、就職指導室の個別対応
d.  今後の課題
（2） 健康管理室について
a.  学生の食生活指導
b.  健康管理室のもう一つの役割
c. 今後の課題
（3） 学生相談室について
a.  ハラスメント対策
b.  学内・学外の連携と学生相談室の独立性
c.  今後の課題
（4） ピアサポ トー活動
a. ピアサポ トーデスク
b. デッサンピアサポ トー
c. 英語ピアサポ トー
d. 就活ピアサポ トー
e. 今後の課題
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2. 就職指導室について
　就職指導室では、就職や進路の相談を行っている。選択講義
科目のキャリア開発プログラムと合わせて、学生が自分に合った
進路を選べるよう3名の職員による支援体制を整えた。
a. 就職状況
　平成24年度（平成24年4月〜平成25年3月）の卒業生・修
了生の進路状況を見てみると、就職状況は、まだまだ厳しい状態
と言える。卒業生数210名のうち、就職を希望した学生数は145
名、そして就職した卒業生は103名であり、就職決定率は71.0％
という結果となった。就職決定率とは、求職者数に対する内定者
の割合である。この数字は、就職した卒業生が進路状況を就職
指導室に報告した情報を根拠としており、実際には報告していな
い学生も少数ではあるが存在する。その数は反映されていない。
　業種別で見てみると、デザイン事務所などで働くサ ビース業が
全体の33％、ついで製造業が30％となっている。そのほか、サー
ビス業（その他）7％、卸売・小売業12％、教育・学習支援業が
6％、建設業4％、医療・福祉関係が3％と続く。就職活動を始める
頃は圧倒的に専門性を活かした職に就きたいと希望する学生が
多い。だが、求人は一般職からも数多く寄せられており、最終的に
は一般職に就職する学生も少なくない。就職指導室では、広く業
種を研究するように指導している。
　今年度11月に3年次の進路希望調査を行ったところ、184名
（全体の92.4％）の面談をした学生中、147名（79.9％）が就職を
希望した。昨年度の割合を10.8ポイント上回る。本学では、就職
を希望する学生が増加しており、その割合は8割になろうとしてい
る。進学希望者は約1割にとどまる。
　次に、過去5年間の就職・求人状況について述べる。リー マン
ショック後の求人件数の減少は底を打ち、求人件数、求人数とも
に僅かずつではあるが増加する傾向が確認される。今後は、この
まま微増することが予想される。
　では、企業が学生に求めるものは何か。社団法人日本経済
団体連合会による2012年4月入社対象に関する企業アンケー
ト調査結果の上位5位は、コミュニケーション能力（82.6％）、主
体性（60.3％）、チャレンジ精神（54.5％）、協調性（49.8％）、誠実性
（34.2％）であった。就職試験では、これまでの書類審査や筆記
試験に加えて、面接やグル プーディスカッションなどの増加傾向が
認められる。また、資格やマナ なーど以上に、考え方や仕事に向き
合う姿勢などが最終段階では問われている。
　一般的な学生の就職活動スケジュー ルは、「就職活動の一般
的なスケジュール」に示す通りである。次年度の3年次よりこのス
ケジュー ルは変更となることが決まっている。
　1年次から2年次にかけては、これまで選択講義科目や実技
科目、各年次ガイダンスなどで進路選択や就職活動に役立つプ
ログラムを設けている。進路を考えやすくし、専攻分野において十
分な実力をつけることを目的としている。その上で、就職活動にむ
けての本格的なスター トは3年次からとなるが、学生が「スター ト前
に」準備することは膨大にある。
b. 学生の就職活動内容
　本学の学生が就職活動において行う一般的な流れを次に
記す。
就職活動の一般的なスケジュー ル（2013年度）
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【作品制作】
　大学で学んだ専門性を活かした職を目指す場合、就職活動中
に作品のプレゼンテーションや、ポ トーフォリオ提出を課されること
が多い。それは、競合する志望学生に差をつける機会でもある。
逆も考えられる。したがって、授業の課題や自主制作の作品（クオ
リティの高いもの）をたくさん制作し残しておくと活動しやすい。そ
れらを写真や動画などに記録する技術習得も重要である。
【自己分析】
　自分の性格、能力、価値観、興味などを総合的に判断し、「自
分には何が出来るのか」「自分はどんな人物か」を知ることから就
職活動はスター トする。自分のライフスタイルを把握し、自分に合っ
た働き方を見つけていくために最も大切なプロセスである。会社
採用はあくまでも人生の通過点である。自分のことが見えずにイ
メー ジで会社を選んだ場合、入社後に「自分には向いていなかっ
た」と悩み、「こんな仕事はしたくない」と考えてしまうことは起こりう
る。このようなことを避けるためにも、自分の特徴について充分に
把握しておくことが重要である。
　ある程度の自己分析が出来ている学生は、志望する会社に
「自分がどのような人であるか」明確に説得力を持って伝えるこ
とができる（エントリー シ トー・履歴書）。また、その過程で就きたい
仕事、業種、職種が次第に明らかになり、面接では考えが明確に
なっているので余裕を持って話すことが出来るだろう。
　自己分析の過程では、ただ机に向かっていても埒が明かない。
友人、知人に自分について聞くとか、日記やブログなどを書いて考
えてみるなど方法は様々である。しかし、どの方法も成果が現れる
までに、それなりの時間がかかる。
【業界研究】
　本学の場合、専門性を活かしたいと考えるあまり、最初から業
界を過度に絞り込む学生が多いのは否めない。しかし、本当は
様 な々業界を幅広く研究する必要がある。また、名古屋造形大学
の学生は就職活動のスター トが遅れがちなために、業界研究を省
くことが意図せず起きる。業界研究は、社会の仕組みを知るプロ
セスでもあるため、今後の取り組みを強化していきたい。本学の場
合、サ ビース業、製造業、卸売・小売業が全体の82％を占めるが、
今後は情報・通信業に学生の興味が向く可能性が推測される。
　業界研究の過程では、業界の主要企業やシェア構成について
も調べていくが、各業界の中でも、ある分野に特化した強みを持っ
ている中堅企業・中小企業に注目して調べると可能性が広がる。
また、業界の成長性や成熟度について新聞、インター ネットなどで
調べる。さらに、自分の興味ある事柄を軸に、それに関連する業
界にも関心を広げていくと業界研究の成果を十二分に活用出来
るようになる。
【職種研究】
　働き方の区分として「総合職」「一般職」「エリア限定職」「専
門職」などのコース別採用を行う場合がある。その場合、エント
リー の段階で職種の選択を求められるため、学生達は自分の希
望する働き方をあらかじめ決めておく必要がある。職種により仕事
内容や給与などの待遇面にも違いがあるため、働き方と合わせて
選択していく。
　世の中には、ありとあらゆる仕事があるが、本学の場合、作品制
作や商品製作に関わる専門職の人気が根強い。絵やデザイン
に関わる仕事、文章を書くことに関わる仕事、写真に関わる仕事、
ファッション（服飾・アクセサリー ・ヘアメイク）に関わる仕事、舞台芸
術に関わる仕事、デレビ番組の制作に関わる仕事、建物やインテ
リアの設計に関わる仕事などがあるが、それぞれに、様 な々職業
が繋がっている。
【企業研究】
　各職業には多くの企業が関係しており、就職活動は、その同業
企業の中で学生と企業双方に良い組み合わせを探すようなもの
である。学生が企業について調べる際には、企業規模や事業内
容などの基本デ ターだけでなく、社風や経営ビジョン、同業他社と
の違いなどの情報を集める。「消費者として接する企業」ではなく、
「働く場としての企業」という視点に立つことが、現実とイメー ジの
ギャップを少なく押さえるためには必要だ。
　会社概要をインター ネットなどで調べるのは当然のこととして、
製品やサ ビースが届くまでのプロセスを知ることによって、介在す
る優良企業を知る場合がある。
【インター ンシップなど】
　インター ンシップは、夏休みなどの長期休暇中に行われることが
多いが、土曜と日曜で授業開講期間中に数週間行われる場合も
ある。デザインの仕事などは全国でも関東や関西が中心であり、
名古屋の学生はインター ンシップに参加するだけでも資金面や時
間的な制約を受けることが多 あ々る。だが、企業の人や社風を知
るにはインター ンシップは有効と思われる。OB、OGを訪ねる、企業
見学などの方法もあるが、最近は、社会全体が個人情報の管理
に敏感になっていることもあり、大学としても卒業生の就業情報を
長期的に追跡する方法には苦慮している。同窓会組織による在
学生の就職支援にも期待したい。
【ポ トーフォリオ作成】
　クリエイティブ系の職業を志望する場合、採用試験で作品審
査を行うところがある。作品審査では、自分の作品をまとめたポ トー
フォリオを提出するだけでなく、プレゼンテ シーョンを求められること
が多い。これらは、採用合否の重要な判断材料になるとともに、学
生にとっては制作活動に力を注いできたことをアピールする絶好
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の機会となる。美術系大学に在学する利点を活かせる機会でも
ある。作品のクオリティが高いことが大切で、プレゼンテ シーョン用
か、送付用かでポ トーフォリオの仕様を変える学生も増えている。
また、製本して画集のような装丁にする学生もいる。リング型ファイ
ルは採用試験を受ける企業ごとに内容構成を変えることが可能。
製本したポ トーフォリオにそれは出来ないが、特に印刷物をデザイ
ンするような仕事の場合にデザイン力を示すためには有効だ。何
よりも時間をかけて十分に構成を考えた上で制作するべきもので
ある。
　以上のことを企業説明会が始まる前までに各自で準備しておく
必要がある。そして、採用試験を受ける企業ごとに、適したツー ル
を組み合わせて採用試験に臨む。
【企業へのアプロー チ】
　学生にとってエントリー シ トーは入社案内や会社案内を入手す
るための情報収集の手段であるが、企業が選考のひとつの方法
として提出させる書類であることには違いない。学生の志望度を
はかり、志望度の高い者だけに絞り込むために、説明会や筆記試
験、面接の前に提出させるものである。内容は履歴書と自己紹介
書を合わせたものが多いが、企業が独自に作成しているものなの
で統一フォー マットは無い。
　職業観がしっかりしているか、志望動機が甘くないか、誤字・脱
字はないか、論理構成、文章力、書き方の体裁などが審査される。
これらの設問項目は思いつきで書けるものではなく、自己分析の
結果に基づき記入しなければ、採用担当者が納得するような内
容のものには仕上がらない。また、志望企業の企業研究が出来
ていなければ、答えることのできない設問もあり、表面的な企業研
究では役に立たない場合が多い。
　この記入については、就職指導室のスタッフが懇切丁寧にアド
バイスを行っているが、アドバイスには、せめて数日が必要と周知
しているにも関わらず、学生の傾向として提出期限ぎりぎりにエント
リー シ トーを持ち込んで来るケースが後を絶たない。個別に内容
が異なるため、日常的に就職指導室を利用するなどしていない限
りは、対応には限界がある。志望する企業のエントリー シ トーに余
裕を持って取り組むよう徹底することが課題と言える。
　履歴書の作成についても同様のことが言える。履歴書こそは
前もって準備が出来るわけで、書かなければならないことも判って
ポ トーフォリオ
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いる。就職指導室では本学オリジナルの履歴書フォー マットを提
供している。
　書類の準備が概ね完了した後、会社説明会（企業セミナー）に
参加する。会社説明会は、企業が自社について学生に知ってもら
うために行われるが、終了後に適性検査や筆記試験が控えてい
る場合もあり、説明会で面接に匹敵する審査が行われていること
も十分に考えられる。
　業界研究セミナーでは、就職活動の早期に業界の様子や企
業の雰囲気などを知ることが出来る。参加することによって学生
自身がどの分野に向いているのかを考えるきっかけになる。イン
ター ネットを利用した情報収集が主流になっている現在、このよう
なセミナーに参加することは企業を深く知るために重要だ。
　合同企業説明会は、同じ会場に多くの企業が集結する説明
会である。志望する学生も多く集まり、他大学に通う学生同士が
関連企業について情報を交換する場となる。
　就職指導室では、このほかに学内会社説明会を企画してい
る。本学の学生を対象にしたもので、企業の人事担当者が大学
を訪れ、自社の事業内容や求める人物像などを説明する。その
企業に就職した卒業生が来て仕事内容を話す場合などもあり、
他の企業セミナーに比べると多少はリラックスした雰囲気の中で
開催される。同じ分野の他の学生の就職に対する意気込みが伝
わる効果もある。このほか同朋学園三大学合同の企業説明会も
企画している。
【採用試験】
　筆記試験は選考の初期段階で行われることが多く、企業が
設定する基準点に達しなければ面接などに進めない。試験内容
は、英語、数学、漢字などの基礎学力、一般常識や時事問題など
の知識を問うもので、事前に対策すれば、ある程度の結果が出る
ものでもある。
　適性検査は科学的根拠に基づいて受験者の性格、知的能
力、興味をチェックするものである。現状では多くの会社で実施さ
れ、採用後の適性配置に利用される。代表的なものにSPIがあり、
言語系（国語系）および非言語系（数学系）の能力テストと性格
テストから構成される。
　論作文は殆どの企業で800字から1200字程度で実施される。
「自分自身について」「志望業界・企業について」「社会・経済に
ついて」テーマが設定されることが多い。出題の意図を正確に理
解しテーマに沿って自分の意見を述べているか、また、文章全体
に筋が通り、意味の不明瞭なところはないか、個性面、能力面で
特徴があるか、などが審査ポイントとなる。個人の文章力によるとこ
ろが大きいものの、テーマについては普段から準備をしていれば
記述内容は充実する。
　面接試験は学生にとって、自らの言葉で「自分自身の価値」を
企業に売り込むプレゼンテーションの場である。企業にとっては、
「信頼出来る人物か」「同僚として一緒に仕事ができるか」を見
極める場となる。学生には短時間に自分を表現することが要求さ
履歴書フォー マット
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れ3次面接まである企業も少なくない。その場合、1次面接では
志望動機や仕事への意欲を表現することが重要である。2次面
接では人間性や知性について確認が行われる。具体的にどのよ
うな仕事を任せられるかというようなことが評価ポイントとなり、突っ
込んだ質問を受ける場合がある。3次面接は重役との最終面接
であることが多く、採用するにあたっての確認の意味があるようで
ある。
　面接試験にも様 な々形態があり、学生1名と面接官1 〜数名
で行われるものが一般的である。多数の志望者が受験する企業
の場合は、集団面接が行われる場合もある。これは、学生複数名
と面接官複数名で行われる。1名ずつ同様の質問をされる場合
が多いので、学生は自分の印象を強く持ってもらえるように工夫を
して答える。複数名の学生を1グル プーとして、店舗運営などのシ
ミュレ シーョン、商品開発、企画立案などを共同で行い、発表する
というようなグル プーワ クーを課す企業もある。この場合、チーム内
での行動が判断材料となる。具体的には「問題解決能力がある
か」「協調性があるか」「率先して動けるか」というようなことが見
られる。また、事前に与えられていたテーマに対してプレゼンテー
ションする試験を行う企業もある。いかに個人の特性を活かせる
かが重要だ。
　特筆すべきことは、最近はグル プーディスカッションを行う場合が
増えている点だ。自由討論式とディベ トー式があり、前者は、ある
テーマに対して自由に意見を出し合うもの。集団の中での個人の
分析力、判断力、理論性を見極めるほか、自己PRとは異なる学生
の人となりを検証するのが企業の狙いである。後者は、あるテーマ
の賛成派と反対派にわかれて討論する形式であり、主張の正当
性、分析力、判断力などが求められる。途中で賛成派と反対派を
入れ替える場合もあり、それぞれの立場から肯定、否定の討論を
しなければならないので、臨機応変に対応する力も必要である。
　多くは与えられた時間内にチーム全員の力を発揮して、与えら
れたテーマに対する成果をどう導きだすのかを企業は観察してい
ると思われる。このような試験が就職試験の前半、後半の要所で
行われることが増えている。前半で行われる場合は「足切り」を目
的としており、後半で行われる場合は、その学生の考え方、価値
観を確認する目的のようだ。練習などを見ていて筆者が痛感する
のは、学生個人の考え方や教養などが露わにあぶり出されるとい
うことだ。「学生生活が充実しているか」「きちんと生活している
か」まで見えてきて嘘がつけない。もちろん嘘をつく必要はもとより
無いが、企業は書類審査などで表現した内容を検証するのだろう
と推測する。
　面接試験全般に言えることだが、慣れておくことが最も有効な
対策であり、特にグル プーワー ク、グル プーディスカッションについて
は慣れた上で、どのように自分をアピールしていくかを考えて準備
する必要がある。小規模な本学の場合、グル プーワ クーやグルー
プディスカッションの練習を授業外に設定することには多少の困
難がある。だが繰り返し実施した場合の効果は非常に大きい。
　以上が、学生の就職活動における行動の流れである。これら
は一般的なものであり、準備することも多 あ々る。また、時間がかか
る準備でもある。これらを本学の場合は3年次の5月から行なっ
てきたが、学生が活動に本腰を入れるのが遅れがちで、その遅れ
が就職活動状況に影響していることは否めない。従って、次年度
よりは、前倒しで準備段階までを行っていきたいと検討している。
しかし、学業に専念する期間を確保しなければ、自己アピール出
来るほどの成果物を増やすことが難しいことも事実である。
c. 大学の取り組み
　就職指導室では企業からの求人に対して、適性のある学生の
アプロー チを支援している。あらゆる可能性に対応できるよう、1年
次から定期的に就職ガイダンスを企画している。また、3年次から
は個別面談を実施し、学生個人の就職活動状況に沿った丁寧
な個別指導を行っている。大学が提供する就職支援には以下の
ものがある。
 ・ 選択講義科目
 ・ 就職対策講座（有料・無料）
 ・ 就職指導室の個別対応
　選択講義科目では「キャリア開発の基礎」（1年次対象）、「キャ
リア開発の展開」（2年次対象）、「キャリア開発の実践」（3年次
対象）が履修できる。これらの科目は選択科目であるために、他の
選択講義科目との時間割上の重なりによって履修者が少ない場
合がある。他大学では必修にしているところもあるようで、就職希
望者が約8割を占める本学においては、今後、履修しやすい時間
割を工夫していきたい。各科目の25年度概要（樋口貴子非常勤
講師）を以下に記す。
「キャリア開発の基礎」
（1年次選択講義科目　25年度履修者27.0％）
 ・ キャリアデザインとは【演習】自分について考える
 ・ 自分史作り【演習】ライフ・ライン・チャー ト
 ・ 性格分析【演習】好きと得意の明確化、長所と短所
 ・ 未来予想図【演習】ライフキャリアの虹
 ・ 価値観分析【演習】ライフスタイルとワー クキャリア
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 ・ 志向性分析【演習】キャリアタイプと職業適性
 ・ なりたい自分をイメー ジする【演習】社会で求められる力とは
 ・ 充実した学生生活を送るには【演習】キャリアプランシ トー
「キャリア開発の展開」
（2年次選択講義科目　25年度履修者41.9％）
 ・ 社会に求められる能力、選考にあたっての重視点
 ・ コミュニケ シーョンスキルチェック【演習】インタビュー ゲ ムー
 ・ 効果的な話し方・聞き方トレー ニング【演習】話す・聞く・観察する
 ・ 情報伝達のトレー ニング【演習】伝言ゲ ムー・ホウレンソウの
　振り返り
 ・ 意見主張のトレー ニング【演習】アサ シーョントレー ニング
 ・ 意見交換、意見集約【演習】グル プーディスカッション
 ・ プレゼンテ シーョンの準備【演習】プレゼンプランシ トー作成
 ・ 相手の尊重、人間関係の常識【演習】プレゼンテ シーョン実施
「キャリア開発の実践」
（3年次選択講義科目　25年度履修者30.3％）
 ・ 「プロフェッショナル人材」とは
 ・ 「学生時代に力を入れたこと」が問われる時代
 ・ マナーの心を伝える表現法【演習】挨拶、お詫び・お礼、
　勤怠マナー
 ・ 敬語と言葉遣い【演習】ビジネスシー ンでの敬語の使い方
 ・ 社会人の話し方【演習】採用面接での自己PR
 ・ 電話対応・Eメー ル【演習】電話対応のマナー
 ・ 訪問マナ ・ー来客応対【演習】訪問のマナー
 ・ 職業観・勤労観【演習】学生と社会人の違い、自立のメリット
 ・ 職業人意識【演習】客先への訪問、立場やTPOをふまえた言動
 ・ 組織で必要とされる基本姿勢【演習】指示の受け方・仕事の
　進め方
 ・ キャリア展望を考える【演習】3年後・10年後の自分を描く
 ・ 適職探索と職業研究【演習】職業興味と適性の発見
 ・ 仕事に対する価値観【演習】「バリュー カー ド」分析
 ・ 強みと課題の発見【演習】「ビジネス基礎能力」分析
 ・ 採用面接の必勝方法【演習】面接ビデオから学ぶ
　他に授業ではないものの、毎週金曜5限に就職ガイダンス、有
料、無料の就職対策講座（各種技能講座、各種ビジネスマナー
講座）、学内企業説明会などを開催している。
　就職ガイダンスの内容を以下に記す。
「第1回 3年次就職ガイダンス」（5月実施）
 ・ 就職活動の一般的なスケジュー ル
 ・ 自己分析とは
 ・ 自己分析の進め方
 ・ 業界研究、職種研究をしよう
 ・ 企業研究をしよう
 ・ インター ンシップとは
 ・ OB・OG訪問について
「第2回 3年次就職ガイダンス」（6月実施）
 ・ エントリー シ トーの意味、方法
 ・ エントリー シ トーについて
 ・ エントリー シ トーの書き方
 ・ ポ トーフォリオについて
 ・ 履歴書の書き方
 ・ 就職活動に役立つサイトの案内
 ・ 就職指導室の紹介
「第3回 3年次就職ガイダンス」（10月実施）
 ・ 会社説明会について
 ・ 会社訪問について
 ・ 身だしなみ
 ・ 筆記試験・適性検査
 ・ 論作文
 ・ 面接試験
 ・ グル プーディスカッション成功法
「第4回 3年次就職ガイダンス」（11月実施）
 ・ 面接試験・グル プーディスカッション
 ・ 内定について、内定の礼状
 ・ 内定辞退について
 ・ 基本マナ （ー電話のかけ方）
 ・ 基本マナ （ーメー ルの書き方）
 ・ 基本マナ （ー手紙の書き方）
 ・ 基本マナ （ー添え状）
　就職対策講座の一例を示すと、「公務員試験について」や
「一般常識テスト」「グル プーディスカッションについて」などがあ
る。それぞれ、実際に役立つ情報を無料で伝えている。他に、
IllustratorやPhotoshopなどのソフト習得のための講座やポ トー
フォリオ作成講座などを有料で実施している。
　就職指導室のスタッフによる学生個別の支援には次のことが
ある。
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　第三には、卒業生との繋がりを強化していくことが挙げられる。
卒業生に大学に来てもらい仕事の様子や遣り甲斐について話し
てもらう機会を作りたい。また、様 な々情報交換の場を作ることも
就職指導室で企画する。
　就職活動は、取り組み如何によっては成長の糧となる。学生
は真剣に自分の適性について考え抜き、将来像をイメー ジする。
やみくもに就職率を上げることだけは避けたい。何よりも大切なの
は、個人の資質、性格、生き甲斐と合致した就業である。多様性
を尊重することを重んじる本学は、決して型にはまった人材を育て
たいわけではない。
3. 健康管理室について
　健康管理室では、学生および教職員の病気、負傷に備えてい
る。看護師1名が応急の手当を行い、専門医の紹介、搬送など
を手配する。また、健康相談にも応じている。病気の予防や早期
発見に関する助言を行うほか、疾病者には生活指導などを行っ
ている。また、定期健康診断の結果に基づき進学、就職試験に
必要な健康診断書を発行している。
a. 学生の食生活指導
　近年の学生の傾向として、特に後期は修了制作、卒業制作、
課題制作などのため、長時間アトリエで制作する学生が増えてい
る。いまだ多くの学生は昼食や夕食を安価で調理いらずのカッ
プラー メンで済ませており、栄養バランスが心配される。
　学食を利用する学生が増えたことで、以前に比べれば改善さ
れたとはいうものの、一人暮らしをしている学生が朝食をとらない
傾向にあること、食事をカップラー メンで済ませる傾向は早期に改
善していきたい。
　健康管理室では、食生活の改善方法を判りやすく解説した
Webサイトを紹介し、本を貸し出すなどして周知に努めている。
b. 健康管理室のもう一つの役割
　毎年、1 〜 2名の割合で、実技授業などに参加が難しい学生
が出ている。その理由は様々で、高校時代から登校しても教室で
授業を受けることなく保健室にいた学生や、発達障害スペクトラム
の学生などが含まれる。
　集団で授業を受けることが難しい学生の教学的な問題は学
務課と連携しながら対応していく必要がある。健康管理室では、
学生の居場所を提供し必要な声かけを行う。
　また、発達障害スペクトラムの学生が必要とする支援には多様
 ・ 業種・職種研究の相談
 ・ エントリー シ トー・履歴書の添削・アドバイス
 ・ ポ トーフォリオ構成についての相談
 ・ 面接練習・アドバイス
 ・ その他、就職活動に関する個別相談
　大学のこれらの取り組みにも限界はあり、その場合に家族の
支援の重要性は増す。家族が支援する場合の留意点を次に
示す。
 ・ 本人が決められるよう支援する
 ・ 「買い手市場」であることに配慮する
 ・ 家族の仕事内容、経験を具体的に話す
 ・ 不安をなくす（情報収集を支援する）
 ・ インター ンシップなどの経験の機会をつくる
 ・ 家庭内で話しやすい（相談しやすい）環境をつくる
　学生は30社以上の企業にエントリー するものの、合格できず気
落ちすることも多い。その場合に最も身近な人による励まし、支援
の効果は大きい。ただ、現在は学生の親世代の就職時の状況と
は全く違う状況であることに留意した支援が必要である。
　学生支援部では、学生相談室でカウンセリング等（予約制）も
受け付けている。
d. 今後の課題
　第一に挙げられることは、就業意識を持たせることである。就職
を希望する学生には早期から就職活動の準備を促していく。他
大学の取り組みを見ると、強制的に場数を踏ませる方針をとる大
学もあるようだが、本学の場合は、コ スーによって進路事情に差が
あるために大学全体でそのような方針をとることは難しい。デザイ
ン分野は大半が就職を希望するが、美術やマンガコースは就職
を希望する学生ばかりではないために同じ動き方は適切でない。
裏を返せば、コースごとに対応することが可能であり、今後はコー
スごとの対策を模索していきたいと考えている。美術やマンガコー
スの学生が社会に出ることを考えるときのモデルケースを作って
いくことが、学生本人が安心して学業に励む環境を生む。しかし、
実際には大変時間を要することではある。
　第二には、授業カリキュラムとの更なる連携が模索されるべき
だ。キャリア開発関連授業の時間割を工夫するほか、実技授業
の内容を工夫することでも効果は上がるはずである。また、ポ トー
フォリオ作成は就職活動のみならず、作家活動をする場合にも標
準的に必要となるので、力を入れていきたい。
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が実情である。
4. 学生相談室について
　大学生活全般で不安に感じること、悩みをもつことは誰にでも
あることとして、それを少しでも和らげるため一緒に考えていく場と
して学生相談室が設置されている。専任の臨床心理士1名が
予約制によってカウンセリングを行う。相談内容は「学業について」
「就活について」「恋愛などの人間関係について」と様々である
が、秘密が守られるので、学生は安心感を持って利用できるよう
だ。一方で、本学のような共生の思想を建学の精神とする大学に
おいても「自分はカウンセリングを受けるような人間とは違う」「カウ
ンセリングは、うつ病や精神病の人が受けるもの」という差別的偏
見が根強く残る。だがカウンセリングは、どのようにして豊かに生き
るかを自らが発見するためのものである。
a. ハラスメント対策
　名古屋造形大学では「キャンパス・ハラスメント」という位置づけ
でアカデミックハラスメントとセクシャルハラスメントを定義し、そのよ
うな問題が起きないように予防策を講じている。全国規模の学生
相談研修会などでは、ハラスメントに関する意識の薄い人が無自
覚のまま問題行動をとってしまう実例が報告されている。当事者
に認知されていないことは、改善しようにも何かと困難が生じやす
い。したがって、まずハラスメントの概要を周知徹底することが予
防策の第一段階となる。
　日本では、「アカデミックハラスメント」「パワー ハラスメント」などの
ハラスメントを含む言葉がたくさん聞かれるが、もともとハラスメント
とは「セクシャルハラスメント」のことを指す。ほかは周知の過程で
日本で生まれた言葉ということだ。
　本学では、アカデミックハラスメントとは「力関係を不当に利用
した嫌がらせや人権侵害」である。また、セクシャルハラスメントは
「相手を不快にさせる性的な言動」のことをいう。この二つのカテ
ゴリー を「大学」という教育・研究の場、職場で起きるものとして括り
「キャンパス・ハラスメント」と呼んでいる。学生支援部では「キャン
パス・ハラスメント予防の手引き」を印刷し学内の関係者全員に配
布し研修を行っている。その表紙には学生支援部の取り組みの
根拠となる、以下の一文が記されている。
　「名古屋造形大学は、教育・研究の使命を担った修学・就労の
場であり、人種・民族・国籍・出身・宗教・思想・信条・性別・性的志
向・障害の有無・職種などによる不当な差別をなくし、すべての学
生、教員、職員が対等な個人として尊重され、人権侵害や差別の
ない公正で安全な環境を守ることに努めています。」
性があり、状況を見極めながら対処することが求められる。落ち着
かせるために、足湯を使うとかソファに寝かせるなどの工夫をして
いる。発達障害スペクトラムには知的障害を伴わない場合が含ま
れるが、「障害」という言葉に敏感な本人や家族の中には、診断
を受けていても認められず周囲には隠したがる場合がある。また、
本人、家族双方に自覚が無い場合もある。学内では、診断が無く
発達障害スペクトラムが疑われる状態で対処しなければならず、
ケースごとに健康管理室の関係者で話し合いながら対処して
いる。
　このほか、学生相談室を予約して相談に行くほどではないが、
落ち着いて話を聞いてもらいたい（相談したい）という人が健康管
理室に立ち寄るケ スーが少なくない。このような場合は、相談者の
状態を見極めて、学生相談室と連携し対応している。近年、健康
管理室の利用者は増加しており、時期によっては、2台のベッドと
1台のソファベッドが全て使用中で、必要度の高い学生が利用出
来ないケースも出ている。狭いスペースを有効に活用して居場所
をつくり、工夫して対応している。4月からは、健康管理室と学生
相談室の前に木製ベンチを置く。その場を「待ち合い」の場にす
ることによって、必要性の低い学生をそちらに移して対処する方
針だ。
c. 今後の課題
　食生活の改善にせよ、発達障害スペクトラムの学生に対する
対応にせよ、まずは一般的な対処法を広く周知することが必要で
ある。発達障害スペクトラムの学生に関しては、本人の人権に配
慮しなければないことは言うまでもない。一般的なこととして、その
ような学生が存在し、大学としては分け隔てなく対応していくという
ことを全学的に周知していく必要がある。教職員対象の研修会
や、年度当初の学生対象のガイダンスだけでは不十分と思われ
るが、Webサイトの周知の他に有効な手段が見出せていないの
木製ベンチ
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係の調査・確認が行われる。問題があると認められた場合は、委
員会で両者間の調整を行う。また、大学は必要な救済措置を講
じる。
　加害者が定まった場合には改善勧告、または処分を行い、そ
の内容を合意文書によって確認し終結する。一方、相談者に誤
解があると認められた場合は、相談者および、相手方へのカウン
セリングが行われ、双方が納得する解決策を探ることになる。ハラ
スメント対策委員会の取り組みは、全て終わったあとに委員長より
学長に報告される。
　これら一連の流れは、「名古屋造形大学におけるハラスメント
の防止等に関する規程」に則り、「キャンパス・ハラスメントの防止
に関するガイドライン」に詳しく記されている。「キャンパス・ハラスメ
ント予防の手引き」には、相談窓口として学務課、学生相談室が
記載されているが、研究室職員が相談を受ける可能性は高い。
このため、年度当初には、毎年「キャンパス・ハラスメント予防の手
引き」を配布し、改めて研修を受けることを専任教員、研究室職
員に課している。また、学生相談室では、相談を受けるにあたり、
秘密厳守の誓約を行う。学生相談室で話された内容は、関係者
に危険が迫るなどの特殊な場合を除き、カウンセラー の守秘義務
によって学内でも公になることはない。
　また、「キャンパス・ハラスメント予防の手引き」には、次の内容が
記されている。
 ・ ハラスメントとは、嫌がらせ、人を悩ますもの
 ・ 自分が被害にあってしまったら
 ・ 知り合いが被害にあっていたら
 ・ こんなこともハラスメントにあたります
 ・ ハラスメントと感じたとしても「違法」とは言えない場合
 ・ ハラスメントの加害者になってしまったら
 ・ 解決までの流れ
 ・ 相談窓口について（相談方法、相談員などの記載）
　このうち、解決までの流れについては少し補足しておきたい。名
古屋造形大学の場合、数万人規模の大学の対策とは異なる方
法を模索しなければならない。学生数1000名規模の大学では、
ある程度、柔軟な仕組みを考えておかなければ予防策、対応策
そのものが機能しないからである。
　ハラスメントの相談者（教員・職員・学生・その他の外部関係者）
は、学務課、専任教員、その他（各研究室、学生相談室、健康管
理室など）の信頼できて話しやすい人に相談する。その場合は相
談を受けた者（学内関係者）が学部長に報告することになってい
る。相談者に話してアドバイスを受けることで納得し解決する場合
もある。解決しない場合、または、学部長がハラスメント対策委員
会で取り扱うことが適当と判断した場合は、原則、相談者の承諾
を得て苦情申し立て手続きに移行する。
　ハラスメント対策委員を学長が指名し、ハラスメント対策委員会
を設置する。委員会が設置されると、約2ヶ月間を目処に事実関
キャンパス・ハラスメント予防の手引き
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c. 今後の課題
　まだまだ全体が見えていない段階で述べるべきことではないの
かもしれないが、学生相談室ついては、全対象者にとっての完璧
なあり方を目指すことは出来ないのではないかと思われる。それゆ
え、各大学ともに工夫しているところであり、全国的にも「定型」と
いうものは存在しないようだ。しかし、より良いあり方を目指すことは
可能である。名古屋造形大学にとっての、より良い形は何かを今
後も探っていきたい。
　今後の課題の第一には、キャンパス内における学生相談室の
位置、間取りなどを検討したい。学生相談室と健康管理室が連
携する場合に、行き来する複数の通路の確保、暖かい（または涼
しい）待合室を工夫したい。また、理想的にはカウンセリングを行う
部屋は防音で複数あると良い。
　第二には、SD研究会として、カウンセラー と職員の情報共有の
場を設けることである。毎年行われている学生相談研修会などに
学務課などからも教職員を派遣し、日常的に連携するようにしてい
くことが、学生対応での問題対処に役立つほか、新たな問題を
未然に防ぐ手立てとなる。
　第三には、専任教員、職員にハラスメント予防、発達障害スペク
トラムの学生に関わる研修を義務付け、同時に学生相談などの
研修会参加によって得た情報を学内共有する方法を模索した
い。以前と違い、教員が学生相談について無自覚であっては済ま
されない時代になっている。
5. ピアサポ トー活動について
　ピアサポ トーとは本来、同じような立場の人による相互のサポー
トであり、学生、教員の区別があるわけではない。ピアサポ トー活動
（相互扶助活動）は口コミでひろがり、利用する学生は僅かずつ
ではあるが増加している。
b. 学内・学外の連携と学生相談室の独立性
　学生相談室で相談を受けた内容は、関係者に危険が迫るな
どの特別な場合をのぞき秘密は守られる。その内容は、原則とし
て学生支援部長であっても知ることはない。そのため、学生相談
室の丁寧なカウンセリングによって、何事も起こらなかったとしても、
その成果は公表されない。実際には、開室時間を越えて時間外
の対応をせざるを得ない場合もあるようである。
　相談の内容が病理的なものであり、専門医療機関の受診が
必要と判断された場合には、本人に外部の医療機関を紹介する
ことがある。該当の学生は、以後、学生相談室で定期的にカウン
セリングを受けながら、外部の医療機関を受診する。
　また、カウンセラー が必要と判断した場合、コ スーの専任教員ま
たは研究室職員の協力を得る場合もある。その場合は、もともと
学生相談室で受けた案件のため、該当の専任教員または研究
室職員もカウンセラー 同様に秘密を守る義務を負う。軽はずみに
口外し、または、注意を怠り他の学生などに知られては、学生相談
室の信用を失い、学内に学生が最後に相談にいく場所を失うこと
になりかねない。学内関係者は常に誰でもその立場に立つ可能
性があるので、研修に確実に参加する必要がある。そのような協
力要請があった場合が、学生相談室のカウンセリングだけでは
収拾困難と判断されているケースであることを認識する必要が
ある。
　本学の場合、学生相談室の臨床心理士（カウンセラー ）1名が
専任職員としてカウンセリングを担当している。他大学の例では、
非常勤職員として複数のカウンセラー が連携して職務を担う場合
がある。また、専門教員が授業を持ちながらカウンセリングを一部
担当する場合や、専門教員と専門職員が連携して学生相談室
を運営する場合などがある。同じ問題に関わって複数の学生が
学生相談室を利用した場合、本来ならば複数のカウンセラー が、
それぞれの学生の話をきいていくのが理想的である。規模の大き
い大学では可能であるが、本学では、これまで実現していない。
相談内容が学内連携を必要とし、大学としての責任を伴う点にお
いて、専任カウンセラー は必要と考えている。相談件数の多い時
期も実際にあり、そのような時期だけでも現在の専任職員１名に
加えて非常勤のカウンセラー を配置する体制が整うと安定した学
生相談を保証できる。この件については同朋学園内で連携する
方法を模索することによって改善が見込める。
　また、カウンセラー の立ち位置が当事者に近くなり過ぎては、公
正で安全なカウンセリングが難しくなるという指摘もある。理想を言
えば、学生相談室は大学のいかなる立場からも影響を受けず、
公正な判断のもとに学内、学外と連携を取れるように体制を整え
ることが望まれる。 ピアサポ トーデスク
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その繰り返しによって、「学生は何を記録しておくべきか」「どのよう
な写真が使えるものなのか」を理解するようになる。このプロセス
を個人指導で伝えるというもので、最初は全6回を予約制で始め
た。長くかかる学生、必要がなくなる学生が出て指導ペースの標
準はなくなった。自己分析、職種研究、ポ トーフォリオ構成のアドバ
イス、文章添削を実際のコンテンツで行なう。
　グル プーディスカッションについては、3年次就職ガイダンスで希
望者を募り、その後は口コミでメンバ をー募ってグル プーを形成し
た。就職ガイダンスは履修授業でないこともあって、全員に情報
が行き渡っているわけではない。グル プーディスカッションの練習
は本来ならば、5 〜 6名のグル プーを2 〜 3グル プーつくり進める
のが理想だが、今年度は1グル プー、多いときでも2グル プーとい
う状況だった。人数を集めなければ練習できないという点が、こ
の練習の難点である。とはいうものの、この活動は回を重ねるご
とに成果がはっきり見えてきた。今年度の参加者は3年次だった
ので、今まさに就職活動中である。卒業時期にグル プーディスカッ
ション練習についてヒアリングを行ない、次年度に役立てたい。
e. 今後の課題
　ピアサポ トー活動の課題としては、「継続的に企画を運営してい
くための人材をどう集めるかということ」「資金をどのように確保し
ていくか」ということが挙げられる。
　新歓ピアサポ トーに関しては、毎年メンバ をー入れ替え2年次
が中心となること、また企画そのものが学生の自主性に委ねられ
ている点において、大学の関わり方には制約がある。ピアサポー
ター を集めるための企画は学生支援委員会と当該年度のピアサ
ポ ターー （学生）が中心となり行なっている。その後のピアサポ トー
活動については、学生支援委員会の委員長が大学とピアサポー
ター の橋渡しをし、学生支援課が資金を管理している。資金は
大学から支出し、桃美会（学生の父兄組織）から助成を受けて
いる。ピアサポ トー活動も大学との関係において過渡期であり、今
後、桃美会とも相談しながら、より良い形を模索したい。
5. 終わりに
　こうして学生支援部の仕事を振り返ってみると、多くの人に支
えられて成り立っているということを実感する。また、仕組みを改善
し、それぞれの人が力を発揮しやすい形にすることには、まだまだ
可能性があるとも感じる。学生相談室に代表されるように、学生支
援の方法には王道と呼ばれるものが無いに等しい。学生気質も
年々変化していることは肌で感じるところでもある。「一人ひとりの
学生がどのような支援を必要としているのか」を考えていきたい。
a. 新歓ピアサポ トー
　名古屋造形大学では、入学式から5月下旬に行なわれる「さつ
き祭」までの期間を「新入生歓迎月間」としており、イベントの開催
や、新入生に対する在学生（先輩学生）の自主的な支援活動が
展開している。「ピアサポ トーデスク」は、新入生の履修登録の支
援やクラブ選択のアドバイスを学務課とは別に行なっているもの
で、桃美会（父兄組織）が活動資金の一部を助成している。他に
入学式当日の新入生歓迎企画、さつき祭関連イベントなどを、前
年の秋にメンバーが集まり企画、準備、実施する。その総称が「新
歓ピアサポ トー」である。
b. デッサンピアサポ トー　
　本学においてはデッサンピアサポ トーが美術分野において最
初に立ち上げられた。このデッサンピアサポ トーは、現在では全学
的に開かれたものとなっており、異なる2つの参加方法がある。ひ
とつは、個人のペースで行うデッサンに対して教員が個別指導を
する。学生本人が教員と話し合いながら、描くモチ フー、時間等を
計画し、途中で指導を受けながらデッサンを完成させる。もう一つ
は、定期的に集まる学生に対して教員や、先輩学生が指導する。
クロッキーやイラストを描いて相互に批評し合う。
　学生達は自分に合った方法を利用している。両方参加すること
も可能である。
c. 英語ピアサポ トー
　英語ピアサポ トーは、もともと交換留学希望者の支援を目的とし
て続いているものであるが、国際交流プロジェクトなどを経験した
学生が、真剣に留学や海外での就職を考えるようになり、年度ごと
にコミュニティー が形成される。前期は教員が主導して基礎的な
ところから指導するが、毎年、来日する海外提携校からの学生や
交換留学で半年間滞在している外国籍の学生が会話を教えて
くれる。彼らにとっても日本人学生と触れ合う良い機会であり、また
親しくなると日本語を学ぶチャンスとなるので、お互いに熱心に会
話している。数週間も過ぎると、学食などで日常的に日本人学生と
留学生が話している様子が見られるようになる。
d. 就活ピアサポ トー
　就活ピアサポ トーは、比較的のんびりした本学の学生に、早期
に就職活動の準備をしてもらうために教員が始めたことだ。ポ トー
フォリオ作成のためのアドバイスと、グル プーディスカッションの練習
がある。
　ポ トーフォリオ作成については、これまでグラフィックデザインコー
スやア トープロデュー スコ スーなどの授業で節目ごとに課してきた。
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多様性ある学生に向き合う以上、固定した方法に頼ることは避
けるべきだろう。一人ひとり違う環境で、似ているかも知れないが
異なる支援を必要としている。これらの学生の将来を、関係者の
信頼関係による連携で支えていくこと。それが学生支援部の使
命だと思う。
　一方で、過剰に支援することの是非も心に留める必要がある。
「すべきでないことは何か」という視点も常に忘れずに心がけ
たい。
　また、学生の支援について、ケースごとに支援者同士が話し合
い共有することが何よりも重要である。そのためには、教職員の働
く環境（働き方、時間、場所、共有方法）を整えていくことも必要と
なる。さらに、大学が教育・研究の場である以上、学務課と学生支
援課の連携は必要不可欠である。本学の場合、ようやく学生支
援課のルーティー ンワー クが教職員に共有されてきた段階かと考
えているが、学務課との連携方法・緩やかな役割分担についても
検討が必要であろう。
　ここまで学生支援部の取り組みと今後の課題について概略を
述べた。ここに記述できなかったこともあり、実際にはデリケ トーな
問題がいくつか残っている。これまで学生支援部の職務内容は、
学内にも、あまり周知されてこなかった。しかし、何か問題が起きた
ときに素早く連携をとることの重要性は日々 増しており、それによっ
て学生の心身の安全が保証される。そして対応を誤ったときのリ
スクも大きい。この緊張状態の継続においては、学内の複数の
人間が同様に同水準で対応できる体制を整えておくことが望まし
い。その検討を急ぐ必要がある。
　以上で「報告5：名古屋造形大学の美術教育 ｜学生支援部
の取り組みと今後の課題｜」を終わる。
